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ドイツ語疑問文のイントネーション

滝沢法



北大文学芸5紀婆

ドイツ語疑問文のイントネーション

i竜沢

o. ことばのアタ-t:ントやイントネーションが、子供がことばをi:>
ぽえる擦の比較的はやい時期に修得されるものであることを考えると

き、そこには生成文法理論がシンタクスについて行ってきたのと問機

のある体系の存在が考えられる o 疑問文のイントネーションは、この

イントネーシ 3 ン体系のうまうで多くの特徴を提示する領域でJうると思

われるので、ヱド稿で、はこの綴域を調べてみたい。

1. ここで扱う疑問文は 用法上で、はなく、構造上疑問文の形態を
主主:Q)

もつ文で

イントネーシ 3ンは次の諸饗索によって決定される:

1 ) アクセント霊

2 ) 分館法:これは檎々の境界標示記号(GrenzsymboI)によっ

て分けられる。この境界標示記号はシンタクスの表題構造によって直

怒れる。

3 ) 疑問及び強調形護請書

このような、 イントネーシヲンに影響を及iますシンタク

をS1 M (Syntaktisch母 1ntonationsmarlωr) とよぶ。

難問文がすべてき泰層構造(Basisstruktur)に疑問形態素Qを持つこ

とを、 Katz-Post必が "An Integnted T主君。ry of Lin'guis 
該

tic Description "( M. I.T.Press 1964) において示してい.~ 0 

形態素Qは疑詩文のイントネーシヲンにも影響を及iますが、疑問

にあらわれる場合と深層講造にとどまる場合があるので、

このQが表層欝造にあらわれる場合の条件が必嬰となる o

ドイツ諾の疑問文の は、次にんげる性繋が

~ 3 



ドイ、ソ綴疑問:たのイントネーション

て特諮っ、けられる。

1 ) 疑関詩 (W)

2 ) 動詞が文頭へくる。

3 ) 疑持イントネーション〈文求め上昇調)

4 ) 二者択一 (AIternative ) 

2. 1. 次に、これらの性費がどのように炎々の疑問文にあらわ

れるかi-

i 

一十

十

+ 

この表の条タイプの丈は以下の通りである。

疑問イントネ…ションi副作で示す。

( 1 ) 

(e) 

(f) 

(a) Ha話tdu das Buch od母rdas Heft gekauft (↓) 
二者択一疑問文

(b) 1st das告inBuch (↑) 決定疑問文 1

(c) 1st das ein Buch (↓) 決定疑問文 2

(d) V母rstehenSie mich， wenn ich langsam spr桂che(↑) 
決定疑開丈 3

(日 Siehatten einen Unfall (iJ Echo -決定縁関文

{f) WJs hat der Mann g-ucht出 W1・疑問文

句iwJsist制告rd慨 Fe~悦r (↑j WJ疑問文

-4 



北大文字会総紀後

(h) Und W'as主annr附 IdagegeEIt-n (?) 

(i) Er hat das Buch gel母sen(↓) 

W3・疑i湾文

叙述火

文の上の数字は音のi潟さをあら

(cHまLinguapho誌にのみ33められたタイプで、決定疑問文は後にの

べるように(↑)のタイプだけではなく、下降てψおわるタイツでもあること

になる。凶は決定疑問文に属するが国文を伴うものぞ、この副文がた

とえiま:Hast du gerade Z昭it，damit ich dir d母ineReiserut杷

Punkt おrPunkt beschr母ibenka怠n?のように長b、 もなH文末

に(↑)が残る。 (hHま援問詞の議iこ接続認が寝かれた文で、ふる。

2. 2‘ ところで¥これらの綾際文の構造に対して答の

な意味をもっ。注窃でふれたように答えのきき層構造は疑問文の核によ

って決定される。しかし、この基}警棒遣は疑問副詞のかわりに、ねな

いしNein…Negと更にいくつかの成分から成る。答えの文はここか
らいくつかの成分を消去して、劇詩Ja，Neinと質問の対象である成分

だけが残される。すくなくとも文の深謡構法はQ)SA (Satzadverb) 

と@Prop(Proportion}.というその地の成分から成る 0'従って答えの文

;土、 SA、つまりJa，附in，bestimmt等と K、つまり Propを

の成分、必よび Prop、つまり消去できない成分であらわすことがで

きる O これを表 Iの特徴による分額を用いて凶示すると(訟のように

なる。な主宝、これら表 1にあげた特徴のほかに(g)、(h)の文令区間する

特掻Conj十Wも用いる。

なお、二:二者択一疑問文は更に分けてHastdu das Buch gekaqft o~ 

der nicht.めようななJa-N桂in一二者訳喧疑問文とその勉の

疑銘文とした。

枝分れ訪のtiの校がプラスを;おの枝が?イナスをあらわず。();ま撰

ある C このl現によって次めような答えと疑縄文の関係が明らかに

なる。 Ja-Nein 二者択一一疑問文、決定疑問文1、決定疑際文 2、

疑問文 3は答えとして SAJすよぴ疑際文の核によって路持決定される

whu 



ドイツ緩疑問文のイントネーション

文をとる。二者訳ー疑問文、 Wj- 疑問丈、 Wr疑問文、 W3…疑詩文は

答えとしてKのみ、ないしKが含むPropをとるがSAはとらない o

Echo-決定疑問文は両者のや罰にある。

(2) 

;/3ン

期

/1¥ 
J.叫封世in-
/ ;爪

二二者択一 二二者択一 決定 W， W， Echo←決主主決定z 官九r， 叙述文

， . '1  I I I 
主

2. 3. 先に疑問文の基翠構造はQ十核であるとのぺた。従って

核の鱗造が疑問文の種類を決定守るはずでふる。核の構造と疑言詩文の

遣の関経はKatz“ Postalが行った τ疑問(到の前捷(V)J によって

関で怒る。{乱)から(i)までの疑問文は次のような弱視をとる。

(3) 

(a) F: 

V: 

(b) F: 

V: 

(c) F: 

V: 

Ha詰tdu das Buch odげ das狂君ftgekauft (↓) 

E滋twederdu hast das Buch菩ekauftoder du 

hast das H色ftg悲kauft. 

1st da器 einBuch (j) 

Entweder das is士号inBuch oder d品sist kein 

Buch 

1st das ein Buch (↓} 

Entwed控1・dasIst ein Buch oder das ist k母in

Buch 
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(d) F: 

V: 

(e) F: 

V: 

(f) F: 

V: 

(g) F: 

v: 
(h) F: 

V: 

北大文学部紀要

Verstehen Sie mich， wenn ich langsam spreche (↑) 

Entweder Sie verstehen mich oder Sie verste-

hen mich nicht， wenn ich langsam spreche. 

Sie hatten einen E Unfall (↑) 

Entweder Sie hatten einen Unfall od~r Sie hat-

ten etwes anderes. 

Was hat der Mann geraucht (↓) 

Der Mann hat etwas geraucht. 

E Was ist unter dem Fenster (↑) 

Unter dem Fenster ist x. 

Und (E) was kann man dagegen tun (↑) 

Conj.十Mankann etwas dagegen tun. 

(3)(g)、(h)のVにみられるxは、いくつか集って NPをつくる個々の

形態素の任意の連鎖である。

(3)(b)、(c)はVが同じであるからイントネーションは分節法以外の影

響によって決ったと考えられる。このイントネーションはドイツ語で

通常みられるものと思われるのでここではこのままにして、今後問題

が生じた時に別個に扱う必要があるかどうかを決めることにする。 (3)

(d)のVをみるとEntwederSie verstehen mich oder Sie verste-

hen mich nicht， wenn ich langsam spreche. となり wennich 

langsam sprecheが外へ出てしまう。これは副文の部分が更に長い

Hast du gerade Zeit， damit ich dir deine Reiserute Pnnkt fur 

Punkt beschreiben kann (↑)についてみると VはDuhast gerade 

Zeit oder du hast gerade keine Zeit， damit ich dir deine Reise圃

rute Punkt fur Punkt beschreiben kann.となり同様にdamit以下は

外へ出てしまうので、副文がいかに長くとも(d)のイントネーションは

(b)の一般的な決定疑問丈と同じであると考えてよい O 従って今後(d)は
注⑤

(b)と一緒に扱う。

2. 4. Eは強調(Emphase) を示す。強調の条件を調べるため

7 ー



(e) 

ドイツ務疑問3止のイントネーシヲン

には、文脈をも考慮にいれる必要がある。強調を説明するには、次の
主主。

ょうご主仮定が便利である。形態紫または形態素の連強xは文Sの

Kを?なす。このxが強調形態素Eの影響をうける。 Eを導入するため

の条件は、 SとKの最終透鎖のみ異なる文S' の使用でみる。 KがS'

において、ほかの形態連鎖を支配すればSはS'の"Paradigmatisch暗

Korrektur “となり、 KがS' において形態連鎖xを支配す.hば、

SはEcho-疑際文となる D つまり、 SとS' は叙述文とこの文の

または叙述文と疑問文の関係にある。

Echo・疑時文の例をあげると:

(4Xa) Das w荏rein Flu苔Z暗ug.

(b) E W'¥s w註rdas? 

(c) Das war ein E Flugz告ug.

(d) D畠swar ein E Flugzeug? 

{まとめの 3つの文はそれぞれ次の文のS'で、ある。

きて、ここでEないし(おをもっ 3つの文(3)(記入(g)、似の文脈につい

てS'が存在するかどうか、またEか.Jl、要かどうかを調べてみる。

(5)泌 HerrKaIo， ich habeがhoft，Sie hatt~n einenじB411?
(b) Ja，在日 whaber nicht schlim"m. 

この場合S'を直接この ゃに見出寸ことはできないがたh

もabegehortの内容として第三者が時間的にへだだった し

た "H悲rrKato hatte einen Unfall“ に想像できる。この会話の

外にある日畦rrK設tohatte記inenUnfallをSとすると、対話の相手を

らH惜rrKatoにかえることによって、つまり S"め主語を 3

人称から 2人称へかえることによって、 S"→S'となる o従って(3)(e)は:

S' :Sieh在ttenein桂殺 Unfall 

S : Sie hatten einen U設falI?となる。

このように見てくると{採りは強鶏形態素Eをもち、 xはUnfaIlである

からExとなる Echo-決定疑時文で、ある。
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L
H
 

(6)(a) 

(b) 

Wo ist das Fenster? 

Der Tur gegenuber. 

(c) WムistUI巾 rdem Fdster? 
(d) Ein Heizkりrper.

ここでは(5)(a)に相当する。 S'ないしS"を含んだ文が先行しない。 (6)

(b)のDerTur gegenuber は(6)(a)の答えであって(6)(c)とは直接なん等

関係がない。また(6)(a)で、すでにFensterが出てはいても、これも(6)(b)のS"

とはなり難い。従ってここには強調形態素Eの入る余地はないかのよ

うに思える。しかし、疑問丈(g)の前提(g)VはUnterdem Fenster 

ist x.であって形態素の連鎖xを有している。このX の説明のために(3)

(f)をみると(f)Vに具体的に何かをささない成分があることがわかる O

この成分は未定のProの形をとっている。 VではこのPro形がJemand，

etwas等の不定代名詞となり Fでは Qの影響によって疑問代名詞Wer，

Was等となる。答えは従ってこの Pro要素の代りに具体的に何かを

きし示す成分を必要とする。このことをふまえて再び'(g)をみると、 x

は一定の、しかし知られざる形態素であるとされているので先にのべ

た強調の規則によってその前にEを与えられる。 Exは同様に Qの影

響によって疑問代名詞となる。 (3)(g)はEcho-W疑問丈である o 以降Wl

E 疑問丈、つまり(3)(f)をW-疑問丈、 Wz・疑問丈、つまり(3)(g)をEcho

-W疑問文とよぶ。

(j) 

(7)(a) Mir ist aufgefallen，da8 es hier auch im Sommer keine 

gleichbleibenden Temperaturen gibt. Wirkt der haufi-
3 

ge Wechsel nicht auch belastend auf dieGesundheit ? 

(b) Fruher habe ich das uber・hauptnicht gemer・kt.Mit 

z unehmendem Alter spure ich es auch. 

(c)Und Jaskann man dagegen tin? 

(d)Ich trinke dann ka丘ee.

- 9一



ドイツ語疑問文のイントネーション

ここでも(6)と同様に文脈の中からはS'を見出せないので(h)Vをみる

とConj+man kann etwas dagegen tnnのetwasは(3)(g)の言地明での

べたようにPrO・形が不定代名詞となったものである。これはFではQに

よって疑問代名詞となる。しかし、 (3)(g)Vではこの、具体的になにか

をきし示さない成分は xであり強調形態素Eを導入する規則によりEx

となったものに対して、ここではEをとらない。従って本来ならば(3)

(h)は疑問イントネーションをとらないw-疑問文のはずである。しか

し、数多くのUnd十w-疑問文が疑問イントネーションをとっている
ためこの現象は und の影響かとも思えるが、 (3)(h)Vでも und は

Conj十mankann etwas dagegen tunというように文士荷主の中に入らな

い以上:この undの影響も除外すべきであろう。このような場合、疑問イント

ネーシヨンを与えられる理由として考えられるのは丁重な表現のために

文末をあげることである。文頭のu.ndも疑問全体の直接性をやわらげ

る役割を果している。この丁重な表現は独自の研究を要する領域である

ので、ここではこれ以上この問題には触れない。また(2)(h)は一般的な

イントネーションの規則を扱ううえで例外にあたるので以後除外する。

2. 5. これまで扱った(3)の(e)、(g)、(h)以外の文の前提Vはすべ

て離接接続詞Entweder"'oderをとる。このうちEntwederは随時消去

で、きる。

この離接接続詞を深層構造の一成分とすると、これはSAの拡大さ

れたものと見なせる。またoderは並列接続詞Cとしても機能するので

Bierwisch (1966)に従って次のような構造を仮定する。

(8) 

~\\ 
A C 

Entweder oder 

ハ
u
t

，P4 



北大文学部紀要

Entweder oder をSAに従属させると決定疑問丈の SAはEntwe-

der oderがしめて、自動的にja，neinをしめだすこととなる。つま

り、 (9)の(a)，(b)のような文は自動的に深層構造から除外される。

(9) 
注⑦

(a)※J a ，ist des ein Buch (↑) 

(b)米 Nein， ist das ein Buch (↑) 

(c) Ja， das ist ein Buch (↓) 

前提およぴ核に Entwederoderを含む文はこの成分が疑問の対象

となり、答えはふたつの与えられた可能性のうちのひとつを選ぶこと

になる。

疑問の深層構造には次のふたつがある。

(10) 

(a) 

蜘

叩

¥

パ

j

u
¥
h
l
p
/
k
m
h
 

司

h
U Satz 

Nukleus 

Q 

Sλ 

/¥C 
Entwedlr Oder Prop Prop' 
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ドイツ語疑問文のイントネーション

同については、 Prop'が単に Propの否定のときは答えは JaかNein

及び消去可能な Propないし Prop'であり、それ以外の場合にはProp

とProp'がいくつかの成分によって区別される。第 2の場合は完全な

二者択 疑問丈が作られる。この場合、答えは Ja，Nein をとること

はなく、 すくなくとも両者を区別する丈の一部をあげなければならない

次に(a)から(h)までの丈を(10)(a)，(b)について調べてみる O

(10)(a)に属するものは、 Entwederoder をもたない丈、つまり先に

のべたように具体的に何かをさし示さない成分xまたは未定の Pro形

をもっ文である。これはw-疑問文である(3)(f)と Echo-W-疑問文で

ある(3)(g)て、ある。

(3)(f)のVはJemand raucht eine Zigaretteであり Jemand とい

うPropをとるから次の図のようになる。

Q 

/¥¥ 

raucht 

K 

Pro 

Jemand 

これを書きかえるとQ………Pro・・ H ・H ・-となる。

eme 

Zigarette 

(3)(g)のVはUnterdem Fenster ist xであり、 xはすでに見てき

たように強調形態素Eをとるから Exとなる。

-12一
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Satz 

Nukleus 

pJ。p

Q unter dem Fenster ist 

これを書きかえるとQ………Ex ....・H ・-となる。

(10)(b)に属するのはVにEnwederoder をもっ文である O

(3)(a)のVはEntwederdu hast das Bnch gekauft oder du 

ha st das Heft geka.uft.で、ある。

Satz 

Nukleus 

/¥ 
Q Entweder oder du hast das du hast das 

Buch gekauft Heft gekauft 

これを書きかえるとQ Eniweder oder Prop Prop'となる。

(3)(b)のVはEntwederdas ist ein Buch oder das ist kein 

Buchで、ある。

q
d
 

T
よ



ドイツ総疑問立;のイントネーンヲン

/¥¥¥¥  

/ 
ハ

Q Entweder od骨r d皐sist ein Buch das ist kein 

Buch 

れを繋きかえると Q Entweder oder Prop Neg-Itop となる。

(3)(c)のVはEntwederd註sist ein Buch oder das ist kein 

Buc訟である。

¥ 

/ 
A八

Q Entweder oder das Ist ein Buch das ist主ein

Buch 

こ久を喜多かえると

Q Entweder oder Prop N阜g曲Prop となる O

(3)(e)のVt土日ntwederSie hatten記inenUnfall oder Sie hatten 

etwas ander告sである o ，Etwas anderes はkeinenむnfall

を言いかえたものにす gない。ということは、ここでも Prop'

はPropの否定てあることを示している。ただしこの場合は Prop も

Prop'も共に文全体の否定 る。 、この

-14 
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成分の否定は!司時に Propに Ez. ることにもなる。

の強識によって答えにおいて疑問の対象となる二者のうちの成

分をみわけることができる。 t追って Echo・決定疑言語文の容えは SA

でも、 ある単一の成分でもよいことになるれこれはほかの Prop胸Neg“

Propの形をとる縫間文<:'は不可能で、ある。この条件をふまえて(3)(e)

のVをみると下閉めようになる o

Q 

¥ 

/ 
/¥ 

Entweder oder Si悲 hatteneinen Sie hatten 
UnfalI etwas ander悲喜

これを書きかえると

Q 配ntw母deroder […"EK ...] […"'Neg-K"'J 

となる。
Prop Prop 

この(3)のい)から{対までの文についての規則をまとめてみる。

(1]) 

(a) Q …Prop . 
(b) Q …E-x…・

(c) Q Entweder oder Prop Prop' 

=(f)W四疑縄文

ilEcho・W.疑問文

=(心二者択…疑問文

(必 Q Entweder oder Prop Ne喜-Prop 吋bXc)決定疑問文

(e) Q Entweder od在r[…EK…]["'Neg-K…〕
Prop Prop 

之江(e)Echo~決定疑結文

これによって本舗で扱う疑問文の基騎構造が整理されたわけだが、

-15 -



ドイツ総疑問3どのイントネ ション

1にJらげた生つ を備えるためには更に変形を

行なわなければならない。

の変形のためには、 SAに、 Qの存疫によって疑掲の対象となる

成分で、あるという印をつける規院が必繋で、ある。また SAがな

はProp- ないし Ex に詩様の~[Jをつけなければならない。このこ

とを考慮uこ入れると(11)は次のようになる。

(12) 

(乱) Q ・.....W.・Pro・

ら) Q …'..W-E-x'… 
(c) Q W-Entw骨d邑r…

(l1Xa) 

(11)(b) 

(l1Xc)(dXe) 

2. 6. (3Xa)(bXc)(eXf)(g)の各丈について変形をおこなう。

(3)(a)のV Entweder du hast das Buch gりmuftod母rdu hast 

d畠器 Heftg君主auft.はすで、にみてきたように Entw告d告rod告rProp 

Prop'である。 EntwederはA又は{局、 oderはCであるから(必C

Prop Prop'となる G ニの、前に出ている oderをPr.opの問問入れ

るために次の操作をおこなう c

(T i) (A) C Prop Prop' 一→ 13 2 4 
1 2 3 4 

この操作によって (Entweder)du hast das Buch gek脳会 oder

du hast das Heft gek仙台がてゆきるつ次に Prop'の中の Propと一

致する袈素をすべて泌去すふために (Tii)を適用する。

(す ii) X K Y C X' K' Y' 

1 234  567  

…→ 1 2ム k 3 4 6十 k

条件:X， X 及びY，y'は関t最終漣鎖を支寵する!可ー

成分の連鎖て、ある。 K，K' ，ま異っ

一成分である。

をもっ同

K及びKに{寸絡する要素kは対比アクセントを決定する o

16 
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これでDuhast das Buch gekauft oder das Heftが得られる。

さて、ここで調べておかなければならないことがある。

(13)(a)と(b)は表面上非常に似通ってみえるが実は異った構造をもっふ

たつの文である O これはふたつの文の前提Vの違いと Kないし SA

(Prop) という答えの違いにおいてもみられるものである。

(13) 

(a) F: Hast du das Buch oder das Heft gekauft (↓) 

V : Entweder du hast das Buch gekauft oder du hast 

das Heft gekauft. 

(b) F: Hast du das Buch oder das Heft gekauft (↑) 

[又は(↓)] 

V : Entweder du hast das Buch oder das Heft ge-

kauft oder du hast das Buch oder das H eft nicht 

gekauft _ 

この現象を Bierwisch(1966)は次のように説明している。並列的

な成分は 2通りの方法で成立するものと思われる。ひとつは次のよう

な拡大規則によるもので

(14) NP→ C Npn 

基層構造で直接 n個の並列的成分を生成する。このような成分はNP

の普通の、対比のないアクセントを得て、主要アクセントは最終アク

セント分節におかれる。

もうひとつめ方法は (Ti) (T ii)および、後にK、K' を統合する

過程をとり、 このようにして得られた成分は(Tii)によって並列の各

部分に対比アクセントをもっ。

次に動詞を前へ出すために (Tiii) を適用する o

(T iii) 0# (Q) (SA) X Y + Fin 
、一一一一一一γ一一一一一一一~ 、一一ーγーー~

1 2 3 

一一一→ 132

条件 :Yは語アクセントを含まない。

円
/

唱

E
A



ドイツ語疑問文のイントネーション

最後に，残ったQを消去する必要がある。これは，先にのべたよう

に二者択 疑問丈が疑問アクセントをもたないために必要な処置であ

る。 Qと同時にこの規則によってW-Entweder も消去される。 Ent-

wederは疑問文において音声上の影響をもたず単に動詞の位置に関係

するだけである。

(T iv) 0 # (Q) (W-Entweder) X → 1 3 

1 23  

この操作をおこなった後にKと、 Prop'の一部で、 (T ii)で残っ

たK' とを任意に Prop中の一成分としてまとめることによって

Hast du das Buch gekauft oder das Heft にHastdu das Buch 

oder das Heft gekauftの形を与えることができる。

(3)(b)(c)のVはEntwederdas ist ein Buch oder das ist kein 

Buchである。これはQEntweder oder Prop Neg-Prop の*~をと

る。これに (Ti) (Tii)を適用すると

Q Entweder das ist ein Buch oder kein Buch どなる。 (Tii) 

にはK'=Neg-Kならば (Tii) は義務的であり、他の場合には任意

であるという条件がつく。

(T ii)で得た形は

(J5)(a) Q Entweder Prop oder Neg -K + kで、ある。これは

(J AProp oder N eg -K十 kである。

このなかの oder以下を消去する。

(T v) Q A Prop oder N eg -K + k 一一一→ 1 
、一一一一一、~ 、一~ーー一一ーーノ

123  

これでQA Propは

Q Entweder das ist ein Buch となる。

次に(3)(b)について (Tiii)によって動詞を前に出すと

0# Q Y十 Fin Xつまり

0# Q ist das ein Buch となる。

0
0
 

1
よ



北大文学部紀要

次にQを最後尾へ移す必要がある。このために (Tvi)を適用する。

(T vi) Q X Y 時一一→ 23 1 4 

1 234  

条件 3宇Z oder Prop 

2キW Prop 

これによって istdas ein Buch (↑)を得る。

また(3)(c)は次のように動詞を先に出す操作のために(Tvii)を適用

する。

(T viii) Q W-Entweder X Z+Fin U 
、}一ー一ー-一ー~一一一ー-一一ー一一一~ 、ーー一一一一~一一一一一~

1 2 3 4 

一一→ 1324 

条件 3は語アクセントを持たない。

これによってQ W-Entweder Z+Fin X U つまり

Q W -Entweder ist das ein Buch となる。

(3)(c)は疑問アクセントをもたないから、ここに (Tiv)を適用すると

Q W-Entwederが消去されて 1stdas ein Buch (↓)が得られる。

(3)(e)のVはEntwederSie hatten einen Unfall oder Sie hatten 

etwas anderesである。この文の形は

Q Entweder oder […EK…L […Neg-K…] である。
Prop - -Prop 

(T i) (T ii)を適用すると Q Entweder Sie hatten einen Unfall 

oder etwas a吋 eres(keinen) となる。

(Tii) で千尋た形は

(15)(b) Q Entweder Prop oder Neg+kである。

これに (Tv) を適用すると Q W-Entweder Sie hatten einen 

Unfallとなる。

(3)(e)は強調形態素Eを必要とするから Siehatten einen Unfallは

XEYとなる。 QW占 ntwederX E Yから W-Entwederを消去す

る。

-19 



(T viii) 

ドイツ語疑問文のイントネ ンョン

Q 

1 

W-Entweder 

2 

X E Y 
、--一、~司』一一一一一一一-一

3 

一一一ーー今 1 3 

強調形態素Eは疑問イントネーションを伴う。この疑問イントネー

ションを得るためQをうしろへ移動するのに (Tvi)を適用する。 ニグ〉

際にEが必要なので(Tvi)を次のように書きなおす。

(T vi') Q X (E) Y 。#

1 2 3 4 

条件 4十 ZoderProp 

2十W -Pro 

5 

3チゅの場合は義務的

その他の場合は任意、

一一一一一一一一→

これによって SiehatteII einen Unfall (↑)を得る。

23415 

(3)(f)のVはDerMann hat etwas gerauchtである。 この文はQ… 

Pro ……の形をとる。 これは(12)(a)つまり Q…W-Pro……である。

これを書きなおすと

Q Der Mann hat etwas gerauchtとなる。

W-Pro を前にだすために次の規則を適用する。

(T ix) Q X Y 

l 2 4 

条件 2宇W-ProZ 

W-Pro は was ，こかわるのでQ was hat der Mann gerauchtと

なる。 これに (Tiv)を適用してQを消去すると Washat der Mann 

geraucht (↓)となる o

(3)(g)のVは Unterdem Fenster ist x であるから、 この丈の形は

Q …E -xであり、(J2)(b)Q…W-E-xとなる。 W-E-xを前へだすため

に(Tiv) を適用すると、

20 
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Q W-E・xunter dem Fenster となる o

istをW-E吹の後へいれるために (Tiii) を波用守するが、 W“

E-x ，ま SGとみなすことがで怒るので(Tiii)を欝きかえる。

(T iii) 0券 (Q) (SA) SG X Y + Fin 

1 
、民側叩問削附也、~-田町・J

2 3 

一一…一一→ 132 

これで Q W嚇E-xist unter dem Fenster となる O

イントネーションを得るために (Tvi)を用いてQを文末へ移す

とWasist司罰terd母mFenster (れとなる。

これまで用いた変形土皇制をまとめてみると次のようになる。この場

(T iii)ど (Tiii')等をまとめて記す。また (Tiv)は最後へまわ

略
奪

4T
 

のJiI資序lニf這うようにならべかえた。

(A) C Prop Prop 

1 2 3 生

時…一一一ー-………タ 1 3 2 4 

X K Y C X' K' Y' (T 2) 

1234567  

-←ゆ 1 2千k 346→k 

条件:X， X' 及びy，Y' は戸jじ最京お護室長を支配するi湾一

成分の連鎖である。 K，K' ま奨つ

つ同一成分で、ふる。

K' =Neg叩 Kならば義務的，ぞれ以外の場合は任意、

(T 3) 0# (Q) (SA) SG X Y + Fin 

をも

、嶋働問ー一明町f一一〆

123  

市一一一一→ 132 

条{牛:Yiま言苦アクセントを含まない。

21一



ド{ツ諮疑問Jtのイントネーション

(T4) Q AProp oder 
、網棚四角ー一~帽梅田'叩甲~

N曹g-K十k

l 2 3 

一一…一一一一→ l 

条件 3口 Neg十Kなら 、それは外の場合は義務的

(T5) QW-Entwed貯 X Y Z十Fin じ
」醐叩叩v一一〕

1 2 3 4 5 

〉 1 243 5 

条{牛 345はProp

4 ，ま語アクセントを まない。

(T 6) Q W-Entweder XEY 
、、ーーーー町ー嗣凶醐剛附則蜘嶋附則附則附則.匹、，一一，司帽命綱附則附則附則網棚恥/ 、‘ー-副崎、ず削叫剛網開~

1 2 3 

一一一一一一一+ 1 3 

(T 7) q 
xlwro)  

Y 

w開E働 X

l 2 3 4 

一一一一一ー+ 1 324 

条件 2やW干roZ 

3=W中 roならば畿務的、それ以外の場合は任意

(T 8) Q X (E) Y 耕

1 2 3 4 5 

切一一一 23415

: 4ニドZ oder Pro 

2キW-Pro

3キ殺ならば義静的、それ以外の士会合はイ王室

(T9) r
一
e
一
，a
一
e
-
ww

一

良

山
E
V
2
 

W

一

ハ可…
件

¥
I

X 

3 

一一一→ 1 3 

-22 
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3. 疑問文イントネ…シ 3 ンのアクセント法制、シンタクス、強

調等が複雑に入りま豆んだ構造を主として Bierwisch の方法にのっと

って見てきたが、これらの法問がイントネーション全体、建にはより

大きな、文法全体のわくの中で‘もi愚用するためにはまだ、いくつかの

条件が加味されていかなければならない。また、これらの液製

けるような統計約に務理された資料，を使用した研究も同時に必要をであ

ろう。これ 、用法上正しい文と謡った文、正しいイントネーシ

ョンと誤ったイントネーシヲンを直感的に決定で冬ない外医i語の研究

にとっては不可欠の婆素であろう。 Da肝vi泌dCr吋.ヲツys叫talの 1目96約9受年ドに出絞

された

るような、イントネ…ションを議々の韻律特識の組合分と定義し、従

来のイントネーション研究の単位であった丈のイントネーションをい

っさい考えずに、隣接の toneunit をふたつずつ取ってゆきながらひ

ろげてゆく方法ふこの点で興味ぶかい。

ここで扱わなかった疑問文のタイブとして問えばHastdu das 

Buch nicht gesehen (↑} を含む疑詩文;がある。

19Uに用いた疑問文の文法上の形態が統一されていないために、規制

の適用過程がト分に簡潔で、ないのは、イントネーシ 3ング〉担をレ zー

ド、テープ、ドイツ語を母国語とする情報提供者に基づいた資料・に頼

らざるをえなかったためである。

〉王

① 吉正綴勇「疑問3たのイントネーシ 2 ンj にあげられた Bolinger 、Aspectsof 

Languageか 1'168 (]) r fi艮をみはるj当事のジヰスチャーが疑問文を叙述文から反別

する機…の方法となる例iこもみられるように、動作や禁苦情のみ℃叙i烹3とを答え

を期待するコヒにかえることが可能で、ある。また Duhast also das Buch伊砂

lesen (↓)も答えを期待する文;として通用する。従って「疑問」はj言語学上のカ

テゴヰーとは設えないの

② 疑問文の織法iまKatz-Posta!によると以下の通りである。

/人111kleus
Q 
/' -----ヘ¥¥

-23 --



ドイツ言語疑問交のイントネーシ浅ン

gl土文; QIま疑問形態雪雲、 Nukleusは核

この機造を程変形去差別によって疑問文の形iこかえる。

@ ィyトネーション記述にとっては絶対的な安め高きも、ある級殺の鈎の震に

対する格対的な?をの高さも表裏書善係である。関係があるのは、その淡現内(7)綴対

的なままの高さのみである。 Bierwisch(1966) S. 133ft著書費者。本総でfflいた191J文は以下の撃を辛干の観議委にさまづいたものである。
Braun -Nieder 蜘 Schm註e : Deu主schals Fremdsprache 

U， Aufba滋kurs.Stuttgart 1968 (7)テープ

岩崎爽二郎/滋谷銭:白水枕ドイツ務講座1，H，質主主主泌総年のレコ…ド

Linguaphone Institute Linguaphone Deutscher Kursusのレコード

。露間ーi-Sch註mer附 Friedma割n・Ta主izawa Einf泊hrun富 indie deutsche 

Sprache. 東京1969lf.めテープ2種類

⑤ Sc協定時r/Takizawa S.14参照

@ Bierwisch (1966) S. 150伎による。

⑦ 業正111立文法;こかなっていない語又は文を示す印である。

文章ま

吉正f安 委事:英語の抑揚。毛晃代英務教育講座4，苦是認め発二段J 研究社(l号65)

19691 

…ー←ペ疑問文のイントネーシ沼ン。英語青年，第 116考書第百珍， S. 528f. 

Barker， M. L. : A Handbook of German Intonation. Cambridge 1曾25

Bierwisch， Manfre品 Re罫elnfur die Intonation deutscher S註tze.

1n Studia Gra閤maticaV霊， Berlin 1ち66

一一一一“:Grammatik des deutschen Verもs建 Studia Grammatica H， Berlin 

19675 

E富an，Alfred A German Phonetic Reader. Londo祖 1927.

Essen， Qtto von Grundzuge der hochdeutschen Satzintonation. 

Ratingen 1964， 

を見代妻!':~誉教育議後 3 ，筆者言誇均台の解説J 研究社(1号65) 19675 

Isascenko， Alexander V. und Sch通dlich，Hans Joachim : Untersuchun. 

gen 泌erdie註eutscheSatuntonation. In Studia Gra問問ticavn， 

Berlin 1966. 

Kipars主y，Paul Uber den deutschen Akzent. 1n Studia Gramm品

tica vn， Berlin 1966. 
Kufner， Herbert L. The Grammatical Structures of En苦lishand 

Ger滋an，Chica露。 1962.

Neyer， Franz脚 Anton A Contrastive Phonologie of Japanese and 

24 
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German. Unpublished Master-Dissertation， Georgetown University Wa. 

shington D. C.， 1967. 

Vermeer .Hans J. Kurz富efastedeutsとheLautlehre (Ubersicht)， 

Heidelberg 1967. 

W通ngler，Ha現s-Heinrich Grundriβeiner Phonetik des Deutschen， 

Marbur富 1960.
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